
ボローニャ大学留学月例報告書（2026 年 9 月） 

 

【はじめに】 

 Buongiorno! 2026 年 9 月から 2027 年 7 月までの約 1 年

間、イタリアのボローニャ大学に留学することになりまし

た。長期間海外で暮らし、学ぶという機会をいただき、不

安なことも多いものの、なにより自分の人生をより豊かに

していく大事な一年にしていくぞ！という気持ちでこの留

学に挑戦していきます。日常生活や学校での出来事、旅先

でのことなど、こちらのレポートに様々書き残していけれ

ばと思います。 

 

【 暮暮らす」ということ】 

羽田から 14 時間かけてローマへ、さらに乗り継いで学問

都市ボローニャへ到着しました。留学開始のこの 9 月に掲

げた目標は、暮観光するように暮らす」です。これまで暮ら

してきた日本とは言語も文化も全く異なるこのボローニャ

という都市を知ること。そして、違いを受け入れてその地

に馴染むように生活するということ。この二つを軸にし

て、１か月かけてボローニャのいろんなところを歩いて回

り、食料や日用品の買い物から家事、自炊までなんとかこ

なすことができるようになりました。 

赤や黄色、オレンジで塗装され

ている街を歩いていると、歴史の重みが外側だけで感じられ

る建築物に数えきれないほど出会えます。中世やルネサンス

からのものが多く、役所や博物館・美術館に改装されたり、

個人の邸宅として使われるなど、今現在生活をする人のため

に建物を活用し、保存されているようです。また、歴史ある

教会が多く残っており、中に入ると、壁面や柱に施されたき

らびやかな装飾と、側廊部分に中世からバロック、ロマン派

など様々な美術様式の宗教画に圧倒されてしまいます。私は

大のパイプオルガン好きでぜひ教会で生演奏を聴きたいな、

と夢見ていました。九月末に訪ねた教会でちょうど演奏中に

入ることができ、高い天井へと響き渡るその音に胸がいっぱ

いになりました。 

イタリアのスーパーマーケットでは、野菜や果物が 1 キロ単位で売られており、自

分が欲しい分を袋に入れて秤に乗せて値札シールを発行する、という日本では見られ

ないシステムで購入します。そのおかげで日本では見かけないようなものをほんの少

しずつ試すことができ、これがイタリアのフルーツ...と思いながら日々食しています。

冷凍食品が安くて豊富な日本に比べて、スーパーで出来合いのものを買おうとすると

かなり割高です。サイゼリヤのような安価なファミレスもなく、さらに円安もあるの

で、なるべく自炊でイタリアっぽくパスタ料理に果敢にチャレンジしています。 



 

【日本人留学生でご飯会】 

ボローニャに留学中の日本人学生とライング

ループを通して繋がり、ご飯会に参加させてい

ただきました。パニーニ（panini：イタリア流

サンドイッチ）のお店で好きなものをテイクア

ウトし、食べながら自己紹介や留学目的など情

報交換をするゆったりとしたご飯会でした。食

費を抑えるにはどのスーパーで購入して、何を

作るべきか。日本食をどう作っているか、など

留学生ならではのトピックで盛り上がり、悩み

を共有することでより仲が深まった気がしま

す。まだうまくイタリア語を使いこなせない中

で、母国語で相談できる相手と繋がれたこと

が、このご飯会で何よりありがたかったです。 

その後、ボローニャ大学の歴史的な図書館と併設

する博物館を見学しました。入場料は学生であれば

無料で入ることができます。そのほかの博物館でも

学生は無料か割引で入場でき、文化施設に学生が気

軽にアクセスできるようになっているようです。さ

すが学生の街ボローニャ。中に入ると、天井まで高

く伸びる本棚に、これまで学生が勉強してきたであ

ろうライト付きの机がずらっと並んだ大広間を見学

できました。部屋によっては化石がたくさん展示さ

れていたり、壁から天井までフレスコ画がびっしり

描かれていたりなど、進むたび新鮮な発見のある図

書館でした。個人的には、この図書館に展示されて

いて中世の本に書かれていたネウマ譜を見れたこと

が一番の収穫でした。 

 

 

【おわりに】 

９月末からいよいよ語学学校のイタリア語コースが始まります。個人での学習に限

界を感じてきていたので、週２回、２時間の授業でたっぷりイタリア語を浴びて、ク

ラスメイトとたくさん交流することでさらにイタリア語力を高めていきたいです。 

また、10 月は電車を利用してイタリアのどこかの都市へお出かけしてみようと思い

ます。その都市ならではの文化や街の雰囲気をたっぷり味わって、この留学生活をよ

り豊かなものにしていきます。それでは、arrivederci！ 


